放射線影響評価の国際機関（UNSCEAR）の歴史と現在―東電福島原発事故の健康影響をめぐる日本の論争を理解するために― by 柿原 泰 et al.


























場所 東京理科大学葛飾キャンパス 講義棟5階 A会場 





















                          
・趣旨説明と問題提起     コーディネーター 藤岡毅（同志社大／大阪経済法科大） 
講演１ 高橋博子（名古屋大学大学院法科研究科） 
    「アメリカ原子力委員会とUNSCEARの発足：1950年代を中心に」  
講演２ 吉田由布子（「チェルノブイリ被害調査・救援」女性ネットワーク） 
    「チェルノブイリ後の小児甲状腺がん多発問題とUNSCEAR」 
講演３ 山内知也（神戸大学大学院海事科学研究科） 
    「小児甲状腺がんの多発とUNSCEAR2016白書の非科学的性格」   
・コメント               コメンテーター  瀬川嘉之（高木学校） 







 各講演要旨については、『日本科学史学会 第 65回年会 研究発表講演要旨集』（2018年 5月）に掲
載されている。また、本シンポジウムの内容に関する報告は、後日、日本科学史学会『科学史研究』
誌に掲載される予定である。あわせてご参照ください。             （柿原 泰） 
 
